
 
 
 
 
 

１．経塚公園まちづくり計画（たたき台） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 2 年 2 月 
 

浦添市都市建設部美らまち推進課 
 

この計画（たたき台）は、市民協働部会・公民連携部会などの意見、提案を踏まえて、平成

25 年度に策定した経塚公園基本設計を見直したものです。 

今後、市民協働部会・公民連携部会・合同部会において意見集約し、パブリックコメントに

より部会以外からの意見も徴収し、取りまとめる予定です。 

更にその後も継続して、民間事業者の参入を想定した民間事業者との対話を行い、民間事業

者参入条件に応じて本計画を修正してきます。 



０．はじめに 
（１）背景 

今⽇、公園を取り巻く情勢は⼤きく変化しており、より効果的、効率的な公園整備・
維持管理・運営が求められる⼀⽅で、利⽤者ニーズの多様化、⾼度化、地域コミュニテ
ィの変化やまちづくりの担い⼿不⾜への対応が必要となっており、限られた財源の中で、
新しい公園整備や充実した維持管理・運営が⼗分に⾏き届かない状況となっている。 

このため、これまでの維持管理中⼼の公園管理から脱却し、利⽤者志向、規制緩和等
による市⺠・事業者の参画の拡⼤、多様な資⾦調達とサービスへの還元、経営改善⼿法
の導入など、公園を地域の経営資源として最⼤限に利活⽤していく新たな発想が必要と
なっている。 

また、⾏政主体での公園整備・維持管理・運営を継続していくだけではこうした状況
への対応は難しく、これからは⾏政だけでなく、市⺠や地域団体、学校、⺠間事業者な
ど、様々な関係者が主体意識をもって、連携、協働することが必要となっている。 

こうした状況を踏まえ、国においては平成 29 年に都市公園法等を改正し、⺠間活⼒
を最⼤限に、かつ、より柔軟に活⽤して公園整備・維持管理・運営を効果的に推進する
「公募設置管理制度（Park-PFI）」や公園管理者と地域の関係者等が協議しながら公園
活性化⽅策や利⽤のルール等について取り決め、実⾏していく「公園協議会」が制定さ
れた。 

経塚公園においても、こうした状況を踏まえ新たな制度活⽤も図るために「経塚公園
まちづくり計画」を策定する。 
 
（２）経塚公園まちづくり計画の役割 

経塚公園を地域の資産として有効活⽤し整備・維持管理・運営していくためには、公
園の目指すべき⽅向性や公園像を明らかにした上で、それを⾏政だけでなく、市⺠や地
域団体、学校、⺠間事業者等経塚公園に関わる全ての関係者とともに共有することが必
要である。 

「経塚公園まちづくり計画」は、経塚公園に関わるすべての関係者が目指すべき⽅向
性や公園像を共有するための道しるべの役割を担い、関係者の連携、協働の円滑化を図
るものである。 

また、「経塚公園まちづくり計画」は、今後、設置を予定している「経塚公園協議会」
の活動のよりどころとなるとともに、今後実施する経塚公園修正設計に係る基幹的な設
計条件となるものである。 



１．経塚公園の周辺環境・⽴地条件 
経塚公園が含まれる、「ウラオソイ⽂化交流ゾーン」（第四次浦添市総合計画（H28 年 3

月））、「中央南地域」（都市計画マスタープラン（H25 年 1 月））について、上位計画

の位置づけや⼈⼝等の概況を整理する。 

なお、詳細は別冊「浦添市 浦添前田駅・経塚駅周辺概要説明書」を参照。 

 

（１）地域の位置づけ 
【市⺠の問題意識】 ※まちづくり生涯学習推進基本計画・地域福祉計画より 

・ まちづくりへの参加意欲やコミュニティ形成、地域活動の場の必要性に対する意識が⾼
い 

⇒集会所や図書館などの必要性、近隣の⼈たちやコミュニティとのかかわりにつ
いて重要度が⾼い⼀⽅、満⾜度が低い 

⇒まちづくりや地域活動への意欲として「参加したい」・「機会や条件、内容によっ
て参加したい」と答えた⼈が７〜8 割 

 
【対象地区の位置づけ】 ※都市計画マスタープランより 

・ 将来市街地目標「歴史が薫り、森と水辺に憩うまち」 
・ 浦添市の⾏政・⽂化の中⼼として、また国際交流の核を形成する地域 
・ 沖縄都市モノレール延⻑により交通機能の拡充が期待され、新たな機能⽴地を展開する

地域 
・ 浦添市と那覇市で「⽇本遺産」に認定され、歴史的な資源を活かす地域 

 
【公園及び周辺整備に関する事項】 ※各種上位計画より 

・ 住⺠参加（ワークショップ等での参画、パートナーシップ構築） 
・ ユニバーサルデザイン（バリアフリー等） 
・ 花と緑のまちづくりの推進 
・ 住む⼈みんなで創るまちづくり（地域住⺠が地域課題を解決できる仕組みが整った

まち） 
 
【モノレール新駅周辺整備に関する事項】※都市計画マスタープラン・産業振興ビジョ
ンより 

・ 賑わい創出や観光客・地域住⺠との交流機能の充実（交流広場や観光案内板整備） 



・ スポーツ医療関連の産業振興・研究開発拠点化 
・ 地域のコミュニティを活⽤したソーシャルビジネス、コミュニティビジネス

（SB・CB）の拠点創出 
・ ＪＩＣＡ沖縄との連携によるにぎわい創出 

 
【防災に関する事項】※地域防災計画より 

・ 指定避難場所（JICA 沖縄センター、前田小学校） 
・ 小規模災害時の避難所（浦添グリーンハイツ自治会、県営経塚団地自治会） 
・ ⼀時避難施設（サンエー経塚シティ） 
・ ⼀時避難場所（龍巻松の⽊公園、前田ありあけハイツ公園、グリーンハイツ公園） 

 ⇒今後、整備予定の経塚公園については、防災機能の必要性や防災面での役割に
ついて整理する必要がある。 

 

（２）地区概況 
【⼈⼝】 ※統計うらそえ・住⺠基本台帳より 

・ 対象地区の⼈⼝増加率は市内でも著しく⾼い 
⇒市全体では平成 20〜30 年の間で約 5,100 ⼈増加、うち、約３分の１（約 1,700

⼈）は対象地区で増加 
・ 市全体の傾向とは異なり、対象地区内の経塚駅周辺（字前田、字経塚）では年少⼈

⼝は横ばいで、⾼齢化率の増加も緩やか 
 

【交通】 ※浦添市交通基本計画・地域公共交通会議資料より 
・ 沖縄都市モノレール及び今後、運航となるデマンド交通により交通不憫地域(交通

空白地域)の解消が図られる。 
・ 昨年度(令和元年度)、浦添市公共交通会議にて、浦添市内全域でデマンド型コミュニ

ティバスを運⾏することが決定し、令和 2 年 11 月の運⾏に向け準備が進められて
いる。 

 
【⼟地利⽤・導入施設】 ※ヒアリング結果より 

・ 地元からは自然や公園の有効活⽤と利便性向上を図る施設（駐⾞場、歩道橋、保育
所・カフェ等）の整備が求められている 



・ 新しい公園では BBQ や農園等の市⺠利⽤、また、健康まちづくりの要望も挙がって
いる 

 

 

【地域の活動】 ※浦添ナビなどより 
・ てだこウォーク、経塚イルミネーションなどの地域活動が⾏われている。 

・ ハンドボールの強豪校があるなど他地域に比べハンドボールが盛んである。 

 

 

 

 

 

 

（３）⽴地条件 

  経塚公園の⽴地条件について、整理すると次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

経塚の碑 

玉城朝薫の墓 

JICA 沖縄 

てだこウォーク 経塚イルミネーション ハンドボール 



【基盤整備・交通】 
・ 浦添南第⼀地区⼟地区画整理事業により基盤整備が進⾏中。 

・ モノレール 経塚駅隣接 

・ バス路線  ⽯嶺入⼝（[9]小禄⽯嶺線、[11]安岡宇栄原線、[13]⽯嶺おもろまち線、

[13]⽯嶺おもろまち線〔福祉センター経由〕、[17]⽯嶺(開南)線、[25]那覇普天間線、

[97]琉⼤線、[125]普天間空港線、[333]那覇⻄原線〔末吉経由〕） 

 

 

 

 

 

【公園】 
・浦添⼤公園（県営、総合公園、約 37.4ha） 

歴史学習ゾーン（浦添城跡や浦添ようどれなど）、ふれあい広場ゾーン（アスレチッ
クや多目的広場など）、憩いの広場ゾーン（ゆんたくひろばや多目的広場、散策道な
ど）、駐⾞場、トイレ 

・ANA SPORTS PARK 浦添［浦添運動公園］（運動公園、14.6ha） 
 体育館、陸上競技場、市⺠球場、屋内多目的運動場、屋外多目的運動場、室内温水

プール、相撲場など 
・浦添カルチャーパーク（総合公園、6.3ha） 

ホール、図書館、美術館 
・前田公園（地区公園、約 4.9h） 今後、基本設計を予定 

多目的広場、テニスコート、自然保全林（ビオトープ）、遊歩道、駐⾞場、トイレ 
・前田ありあけハイツ公園（街区公園︓300 ㎡）・・・小広場 
・龍巻松の⽊公園（街区公園︓2,500 ㎡）・・・遊具、小広場、ベンチ、トイレ  

※地元小学生の遊び場 
  ⇒周辺には、浦添⼤公園があり⼤規模遊具など機能が充実しており、徒歩圏内の街

区公園では地元小学生の遊び場（広場など）が充実している。 
 

 

 

 ANA SPORTS PARK 
浦添 

浦添大公園 

ｱｲﾑﾕﾆﾊﾞｰｽ 
てだこﾎｰﾙ 

モノレール 



【歴史⽂化】 
・ 浦添グスク＜国指定史跡＞ 
・ 中頭⽅⻄海道（尚寧王の道）＜国指定史跡＞ 
・ 玉城朝薫の墓＜市指定史跡＞  
・ 前田の棒＜市指定無形⺠俗⽂化財＞ 

⇒琉球王統の居城であった浦添グスク、組踊り創始者 玉城朝薫の墓など、歴史
⽂化資源が経塚公園周辺には多く存在している。 

・ かつては島桑の産地であり浦添織、桑茶などの特産品がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主要施設】 
・ JICA 沖縄＜国際交流施設＞ 
・ サンエー経塚シティ＜商業施設＞ 

⇒周辺には、経塚シティ（駅⻄側）、JICA 沖縄（駅東側）などが徒歩圏にある。
JICA 沖縄は発展途上国政府関係者への研修、国際協⼒・交流に関する事業を実
施しており、毎年開催される JICA 沖縄国際協⼒・交流フェスティバルには多く
の⼈が訪れる。経塚シティは、市域の⼈が⾞で訪れる商業拠点であるが、駅から
の動線上に経塚公園がある。 

 
 

 
  

桑 

JICA 沖縄 

サンエー経塚シティ 

浦添グスク 玉城朝薫の墓 

仲間ンティラ 

組踊 

前田の棒 



２．都市公園に関する制度 
・平成 29 年に都市公園法等が改正され公募設置管理制度（Park-PFI）や公園協議

会の制度が制定されました。 
＜公募設置管理制度（Park-PFI）＞ 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



＜公園協議会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典︓ 国交省資料） 



３．これまでの検討経緯 
（１）市⺠協働部会 

地域の魅⼒向上を図るまちづくりの実践の場として、団体推薦と⼀般公募で構成する
約 40 名の会員が、地域の課題解決や地域の価値向上を図るための経塚公園を利活⽤し
たまちづくりや公園活⽤ルールについて検討した。 

なお、詳細は別冊「浦添市公園まちづくり研究会 市⺠協働部会の取組み報告書」を参照。 

 

◇市⺠協働部会の概要 

【会員】 
区分 内訳 

自治会等 
１８名※１ 

浦添グリーンハイツ自治会、経塚自治会、前田自治会 
⼀般公募市⺠ 

専門的団体 
１１名 

うらおそい歴史ガイド友の会、沖縄の風景を愛さする会、独⽴⾏政
法⼈国際協⼒機構(JICA 沖縄)、浦添商工会議所、浦添市観光協会、
浦添⻘年会議所、しまたて協会、若⽵福祉会、⼀般社団法⼈まちづ
くりうらそえ 

学校関係者 
１３名※２ 

浦添小学校、前田小学校、浦添中学校、浦添工業⾼校、浦添商業⾼
校、琉球⼤学 

⽴法・⾏政等経験
者・公園管理者等 
７名 

てだこ公園管理共同企業体、浦添⼤公園管理者、沖縄都市モノレー
ル㈱、地元在住公園指定管理者経験者、地元在住国職員、地元在住
県職員、浦添市議会議員 

※１⼀般市⺠公募１５名を含む 

※２浦添商業⾼校生徒 7 名を含む 

【開催経緯】 

催事名 
市⺠協働部
会（第 1

回） 

市⺠協働部
会（第 2

回） 

市⺠協働部
会（第 3

回） 

市⺠協働部会
（第 4 回） 

市⺠協働部会
（第 5 回） 

年月⽇ 2019.3.16 2019.5.25 2019.7.29 2019.10.12 2019.12.21 

場所 

浦添市男⼥
共同参画推
進ハーモニ
ーホール 

浦添市役所
講堂 

浦添市役所
講堂 

ＪＩＣＡ沖縄 
ニライホール 

浦添市役所講
堂 

内容 
計 画 や 理 念
を 共 有 し よ
う 

現地調査 
コ ン セ プ ト
（試案）を作
ろう 

公 園 利 活 ⽤
カ レ ン ダ ー
を作ろう 

公園活⽤のシ
ナリオを作ろ
う 

公園管理運営
ルールを考え
よう 
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◇市⺠協働部会の結果 

以下に、市⺠協働部会の検討結果の概要を⽰す。 

 

１）経塚公園のコンセプト 

＜マインドマップ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主なキーワード】 
【集う】水色 
・イベントによる多様な交流 
・国際交流による JICA との連携 
・学びの場として歴史・⽂化の学習 
・ターゲットを考える など 
【防犯、防災】赤色 
・警察署など夜間の安全の体制整備   
・備蓄倉庫など⽇本⼀安全な浦添市 
・街灯などで安全安⼼ 
・コンビニなどによる夜間の安全な環境整備  など 
 
【アクセス】茶色 

・バリアフリーでユニバーサルな安全安⼼まちづくり 

集う 

防犯・防災 

アクセス 

自然 

管理・運営 

稼ぐ 
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・近隣駐⾞場で地域との連携を︕ 
・コミュニティバスや 
・モノレールなどの連携で交通利便性を向上 など 
【稼ぐ】橙色 
・有料駐⾞場 
・採算性・⽴地条件を考える 
・道の駅によるわくわくドキドキ 

・ネーミングライツ など 
 
マインドマップの内容を表す⼀言コンセプト(案) 

 
 
２）経塚公園の設備・機能に関する内容 

①施設機能の整理 

＜公園の使い⽅＞ 

テーマ キーワード 

平地エリア 商業利⽤ができる場（カフェ、レストラン、コンビニ、ホテル、農産物フ

ァーマーズ） 

チャレンジができる場（若い企業家のテスト店舗） 

遊べる場（遊具（スノーボード、スケート場、フィールドアスレチック）、

球技ができる場（キャッチボール、グランドゴルフ）） 

集える場（待ち合わせ（シンボルマーク）、ふれあい） 

イベントの場 

山エリア 山を生かした遊び場（遊具（緑豊か、斜面利⽤）） 

公園の⼀言コンセプト(案) 
「誰が来ても楽しい公園」 
「繋がる公園」 
「ワクワクドキドキ五感で楽しむ経塚︕」 
「まちカフェ広場」 
「あご（たべる）・あし（あそぶ）・まくら（ねる）観光を意識した公園」 
「緑が豊かにあって、風景が楽しめて、利⽤しやすいそんな公園だったらいい
な︕」 
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散策できる場（遊歩道（野鳥がさえずる、多種の樹⽊がある）） 

休憩できる場（読書ができる、花⾒ができる） 

イベント 夏祭り、ふれあいまつり、さくら祭り、国際交流イベント、フリーマーケ

ット、⼤運動会、展⽰会、フリーマーケット、オープンバー（エスニック、

多国籍料理など）、骨董市、古本屋、⼤道芸、プロジェクションマッピン

グ、コンテスト、⾼校との学び場、⾼校生の販売実習 

 

＜機能・施設＞ 

テーマ キーワード 

商業 

機能 

機能 移動カフェ、動物とくつろげるカフェ、JICA との国際交流できる店舗、デジ

タルサイネージ、交通時刻、多言語表記 

配置 駅側に近い、1 階駐⾞場２階は貸し店舗 

遊具 

機能 

機能 遊具の下はクッションマット、遊具の暑さ対策、噴水やプール等の遊び場 

配置 遊具広場を広げる、遊具の近くに駐⾞場の配置しない（⼦供の⾶び出し危険

性があるため）、イベント広場と場所を分ける 

運動機能 球技（キャッチボール、グラウンドゴルフ場、テニスコート、バスケットリ

ングなど）、体育館（山の地下に設置） 

遊歩道機能 遊歩道（ジョギング⽤、全天候型、歩きやすいラバー舗装、森や水を感じる）、

東屋 

環境 

機能 

機能 ビオトープ（四季ごとの変化を楽しめる,自然地形を生かす、既存⽊を生かす、

多種の樹⽊が生い茂る（緑陰）、野鳥がさえずる）、記念樹⽊、ヤギの放牧、

ゴーヤのパーゴラ、果樹 

動 植

物 

緑陰⽊、桜、ヘゴ、マツ、フクギ、テリハボク、フヨウ、アリアケカズラ、

カブトムシが集まる⽊、トンボ、ホタル、カエル、ホタル 

対策 暑さ対策、台風対策、ハブ対策 

広 場

機能 

機能 小・中・⾼校生の学ぶ場、読書のできる場、シンボルマーク、親水広場、花

壇整備、イベント広場（イベント時の騒⾳対策）、屋根付きイス、住⺠の憩

いの場、親がやすめる、集える場、⾒通しのきく公園 

設備 タイル舗装、フェンスを低く、屋根付き休憩所、水飲み場、トイレ 

その他機能 駐⾞場（山の下）、街灯設置、ゴミ箱、掲⽰板 

公園動線 駅前広場から住宅までの動線、駐⾞場への全面道路の広さの確保、生活道路

への配慮、公園内のバリアフリー化 
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＜ゾーニング図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）運営に関する事項の整理 

＜運営⽅法に関する主な意⾒＞ 

区分 キーワード 

管理⼿段 官⺠連携（住⺠、市、⺠間）、⺠間事業者と地域が JV、パークマネジメント、指定

管理制度、ネーミングライツ 

管理範囲 植物の管理、⺠間の利活⽤エリアの範囲、管理事務所の場所 
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＜個々の活動の実施主体、実施時期＞ 

 
住⺠・事業者主導 

住⺠・事業者・⾏政連
携 

⾏政主導 

住⺠主導 事業者主導    

短
期
的 

・国際協⼒フェステ
ィバルに⾼校生
の企画、運営の参
加促進（JIC 浦商、
那覇商、中部商、
地域の商店街、F
㎡ 1） 

・イルミネーション（自
治会、工業⾼校） 

・芸⼤（プロジェク
ションマッピン
グ） 

・観光 MAP 
・安⼼・安全【〜中

期的】 
・ボランティア 
・クリーンイベント 

・パン等カフェ商店
（JICA） 

・移動カフェ、キッチンカ
ー 

・トイレ 
・草刈り（事業者が住

⺠へ声かけ、コーヒ
ーサービス） 

・観光 MAP 
・遊歩道整備【〜⻑期的】 

・イルミネーション
（沖電、メイクマン） 

・小学校の風景学習 
・観光案内所（⾼校生） 
・フードコート（⼟地

代） 
・駐⾞場 
・コインパーキング 
・観光 MAP 
・イベント（駐⾞場）

サンエー等との連携 
・シャトルバス 
・植栽（リュウキュウ

マツ、フクギ、サク
ラなど） 

・苗づくり、植栽イベ
ント 

・水辺の環境
整備 

・捨て犬・猫対
策 

・浮浪者対策 
・警察 
・明るいライ

ト 
・道路整備【〜

⻑期的】 
・歩道整備【〜

⻑期的】 

中
期
的 

・ゴーヤー棚（ゴー
ヤー試食パーテ
ィなど） 

・駐⾞場 
・カフェ（移動・固定） 
・工作教室（メイクマ

ンなど） 
・Free Wi-Fi 
・ネットアクセス【〜⻑期

的】 

・協議の場 
・パトロール（しくみ

づくりに少し時間を
かけたい） 

・コミュニティーバス 
・イベント 
・宿泊【〜⻑期的】 
・生物空間の形成（水

辺の生物観察など） 

・備蓄倉庫も
造る 

・コミュニテ
ィーバス 

・ネットアク
セス【〜⻑期
的】 

⻑
期
的 

・⻑生き⼦孫繁栄で
語りついでいく 

・太陽光 
 

・観光アクセス 
・他施設との連携した

アクセス 
・さくら祭り（花⾒） 
・シークワーサー祭り

（ジュースづくり、
泡盛） 
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３）ルールづくりに関する内容 

 

決
め
⽅ 

メンバー ・協議会・運営委員会（自治会代表、施設管理者代表、⾏政、利⽤者、ファシ
リテーターなど）。 

・地域住⺠が主体。 
・⾏政が主体。 

ルール 
の内容 

・最初は⼤まかな（ゆるやかな）ルールを決める。 
・住⺠意⾒を取り入れた最低限のルールを決める。 

⽅法 ・課題等が発生したらその都度、関係者で話し合う（ゆんたく会等）。 
・市内の⾼校生でルールの意⾒交換会。 
・イベント実施者が責任をもって話し合い、ルールを決める。（⼦供、⼤⼈含

め）。 
・場所毎のルールを決める（⼦供たちが自由にルールを決められるスペース

等）。 
・各世代それぞれがルールを決めて全体で調整する（小学生・中学生・⾼校

生・自治会・公園運営会社など）。 
・内容に応じた協議会（あったらいい、やったらだめ、レクリエーション な

ど）。 
配慮点 
など 

・住⺠や事業者の声が届く。 
・⼀部の意⾒に偏らない。 
・各世代の意⾒を取り入れる。 
・できない視点ではなくやってみようと意⾒を出し合う。 
・役所だけに管理ルールを任せない。 
・⽇常的にはコミュニティが主体となって気持ちの良い公園づくりに責任を持

つ。 
・先⾏事例を参考にする。 
・使⽤する⼿続きが Web で完結できる。 
・浦添商業もイベントに参加したい。 など 

あらかじめある
と良いルール 

・安全安⼼、他⼈に迷惑をかけない（利⽤時間／⾳出し（時間、ﾎﾞﾘｭｰﾑ）／自
転⾞等の乗り入れ／喫煙場所／⽕の使⽤（場所、⽅法）／ペット（⾏動可能
場所）／球技） 

・利活⽤（イベント等の許可ルール（使⽤料、可能時間）、⼿続き（地元説明
など）、臨時駐⾞場） 

・防犯（夜間利⽤ルール、照明） 
・衛生（ごみ捨てルール、清掃） 
・防災 
・⼤切に使う基本ルール（来た時よりも美しく、挨拶、仲良く 等） 

その都度きめれ
ば良いルール 

・公園のゾーンごとの遊び⽅ 
・細かくルールを決めず、その都度話し合いで決める。 
・その他（イベント時の⾳、花⽕、イルミネーション、ベンチの数 等） 
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４）公園を活⽤したイベントイベント社会実験の内容 

第４回 

段ボール迷路、JICA 連携、屋冨祖通り会 居酒屋出張、フリーマーケット、移動販売、キッ

チンカー、ミニイルミネーション、カラオケ⼤会、野宿体験、キャンプ、花⽕⼤会（⼿持ち）、

⽂化祭（婦⼈会⽼⼈会発表会（舞台）、小中⾼⼤発表会） 

第５回 

プロジェクションマッピング、ふれあいまつり、樹⽊の管理、歴史説明、映画鑑賞、フリーマ

ーケット、販売実習、イルミネーション、介護福祉の体験会、移動販売、⾳楽イベント、JICA

コラボ、オープンガーデン など 

 

（２）公⺠連携部会 

浦添市の公園利活⽤に係るアイデア提案を有する事業者や浦添市の公園を核とした
まちづくりに関⼼がある事業者約 40 社・団体が参加し、セミナー、研究会型サウンデ
ィング、個別対話型サウンディング、勉強会などの多様な⽅法により、枠組みを超えた
⼈材、技術の融合・グループ組成による提案の具体化を検討した。 

なお、詳細は別冊「浦添市公園まちづくり研究会 公⺠連携部会の取組み報告書」を参照。 

 
◇公⺠連携部会の概要 
【開催経緯】  

催事名 
公⺠連携（ＰＰＰ）
公園まちづくりセ
ミナー＠浦添 

公⺠連携（ＰＰ
Ｐ）公園まちづ
くりセミナー＠
東京 

浦添市公園まち
づ く り 研 究 会 
公 ⺠ 連 携 部 会
（第１回） 

個別対話型サウ
ンディング 

年月⽇ 2019.9.4 2019.10.16 2019.12.10 2020.2.3-4 

場所 
浦添市産業振興セ
ンター・結の街 3Ｆ 
⼤研修室 

ＵＲ都市機構 
東⽇本都市再生
本部 1531 会議
室 

浦添市役所講堂 
浦添市役所議会
棟 102・103 会
議室 

⽅法 セミナー セミナー 研究会型サウン
ディング 

個別対話型サウ
ンディング 

内容 

基調講演 
事例紹介 
提案発表・ディスカ
ッション 

基調講演 
事例紹介 
提案発表・ディ
スカッション 

現地視察 
提案発表・ディ
スカッション 

経塚公園等への
提案 
対話 

参加者数 89 名 87 名 現地視察︓27
名、部会 45 名 9 社 
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◇公⺠連携部会の結果 

 
経塚公園利活⽤⽅
法に関する⺠間事
業者の主な提案・
アイデア 

・緑、癒しの空間            ・食と農業 
・コミュニティ施設           ・災害に強いインフラ設備 
・カフェ                ・モニュメント 
・健康施設（ウェルネスステーション）  ・ 水族館 
・シェアサイクル            ・コンビニ 

 
＜⺠間事業者提案・アイデアの分類＞ 
 経塚公園 経塚公園周辺地

域 
その他の公園等 

交流 ・コミュニティカフェ  ・コミュニティカフ
ェ 

産業・商業・観光 ・カフェ 
・水族館 
・コンビニ 
・観光案内キオスク 
・コワーキングペース 

・琉球庭園都市に
よ る ブ ラ ン デ
ィング・産業創
出 

・ホテル 
・インキュベーショ

ン施設 
・カフェ 

健康・福祉 ・食と農業の拠点 
・地域医療コミュニティ

創発施設 
・健康ウォーキング活動 
・森林セラピー 

・食と都市農業、
コ ミ ュ ニ テ ィ
ガーデン 

・共生・就労支援 

 

交通 ・駐⾞場 
・シェアサイクル 

・シェアサイクル 
・トゥクトゥク

（輪タク） 
・カートラベル 

 

自然・緑 ・森林セラピーを含め
た癒しの空間 

・緑、癒しの空間 
・緑によるブラン

ド形成 

・花屋による自然創
出 

施設・管理等 ・モニュメント 
・災害に強いインフラ

設備 

 ・パーゴラ 
・花屋による管理 
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４．経塚公園利活⽤⽅針（案） 
（１）周辺環境・⽴地条件を踏まえた経塚公園が目指す⽅向性 

現在の経塚公園の周辺環境・⽴地条件、市⺠協働部会での検討内容等を踏まえ、経塚
公園の目指す⽅向性を次のとおり整理した。 

 
１）まちづくりの展開 
 「浦添前田駅周辺」のにぎわい交流拠点、「経塚公園・経塚駅周辺」、「前田公園周辺」

を３つの核とし、「浦添都市軸」、「歴史⽂化軸」、「水と緑の環境軸」の３つの軸により

ネットワークを形成しエリアのまちづくりを進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちを繋ぐことで、地域全体の魅⼒向上を図り、“浦添ならでは”のまちづくりを目指

す。さまざまな関係者と連携し、経塚公園における取組を周辺地域や浦添市全域に拡⼤し

ていく。 

 

＜公⺠連携の関係者＞ 

・ 住⺠、自治会 

・ 関係⾏政機関（JICA、沖縄振興開発⾦融公庫、国（沖縄総合事務局）、県、近隣市町

村等） 
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・ 観光関係団体 

・ 交通事業者 

・ 商工関係団体 

・ 公園利⽤者・団体 

・ まちづくり活動団体 

・ 専門家・学識経験者 

 

 エリアのまちづくりには多様な主体・関係者の連携の場が必要となるが、経塚公園にお

いては既に「浦添市公園まちづくり研究会」が発⾜しており、経塚公園の公⺠連携（ＰＰ

Ｐ）事業の取組がエリアのまちづくりの先導的な役割を果たしていく。 

 

＜経塚公園から浦添市全域への拡⼤のプロセス＞ 
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２）経塚公園が目指す⽅向性 
現在の経塚公園の周辺環境・⽴地条件、市⺠協働部会での検討内容等を踏まえ、経塚

公園の目指す⽅向性を次のとおり整理した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 年基本設計における計

画理念 

地域住⺠や浦添市⺠の誰も

が集い、ふれあい、交流でき

る空間（公園） 

安⼼・安全で、遊びや健康づ

くりができる空間（公園） 

自然に親しみ、憩える空間

（公園） 

浦添市のゲート（浦添市の

都市モノレール第⼀番目の

駅の計画と隣接する）とし

ての空間 

 

 

 

 

現在の周辺環境・⽴地条件へ

の対応 

浦添市と那覇市で「⽇本遺

産」に認定され、歴史的な資

源を活かす地域 

賑わい創出や観光客・地域住

⺠との交流機能の充実 

ＪＩＣＡ沖縄との連携によ

るにぎわい創出 

住む⼈みんなで創るまちづ

くり 

地域のコミュニティを活⽤

した SB・CB の拠点創出 

公募設置管理制度活⽤ 

公園協議会活⽤ 

集う 稼ぐ 防犯・防災 

＜市民協働部会のキーワード＞ 

管理・運営 アクセス 自然 

方針１ 

地域の人達が色々な

楽しみ方ができ、安

心して集まれる場づ

くり 

方針２ 

地域の外からも人を

呼び込み、交流や賑

わいを生み出す場づ

くり 

方針３ 

みんなで公園を育て

る持続的な体制づく

り 

経塚公園の将来像（案）  

「ワクワクドキドキ五感で楽しみ誰もが集い・つながる公園︕」 
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（２）公園利活⽤の⽅針と施策・地域課題との対応 
市⺠協働部会、公⺠連携部会における幅広く多様な意⾒・提案・アイデアを整理分類し、経塚公園利活⽤の⽅針と施策・地域課題との対応関係を次のとおりまとめた。 

敷地規模等の制約により経塚公園に導入可能な機能、利活⽤⽅法、施設には限りがあるため、実際に導入する機能等は、市内の他公園と機能分担や連携や⺠間事業者の提案などを踏まえ、絞り込む必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針１． 

地域の人達が

色々な楽しみ

方ができ、安心

して集まれる

場づくり 

方針２． 

地域の外から

も人を呼び込

み、交流や賑わ

いを生み出す

場づくり 

方針 施策・地域課題との対応 

方針３． 

みんなで公園

を育てる持続

的な体制づく

り 

1.遊べる場（遊具、ボール遊びなど） 

2.散策、ランニングができる場（遊歩道など） 

3.くつろげる場（オープンカフェなど） 

4.緑を触れる感じる場（ビオトープやオープンガ

ーデンなど） 

5.地域交流活動の場 

8.周辺の資源（グスク）と連携した場 

6.安心して集まれる場（ゆんたく広場など） 

7.老若男女が学べる場 

9.回遊性の起点となる場（レンタサイクルなど） 

10.事業者が商業利用できる場（チャレンジ店舗

や移動カフェなど） 

11.イベントができる場（地域イベント、国際交流、

観光など） 

12.地域による公園の管理運営体制の構築（協議会

の設立など） 

13.事業者との連携 

14.住民の管理運営への参画 

自由な発想を大切にした魅力ある公園づく

り（第四次浦添市総合計画前期基本計画） 

自治会・ボランティア団体・NPO・企業等の

幅広いパートナーシップを構築 

（第四次浦添市総合計画前期基本計画） 

市民参加型による花と緑のまちづくり 

（第四次浦添市総合計画後期基本計画） 

住む人みんなで創るまちづくり（地域住民が

地域課題を解決できる仕組みが整ったまち）

（第五次浦添市地域福祉計画・第六次浦添市

地域福祉活動計画） 

身近な憩いと安らぎの場、レクリエーション

の場、災害時の避難場所 

（浦添市都市計画マスタープラン） 

特徴ある地形を活かすよう工夫する 

（浦添市景観まちづくり計画） 

誰にでも利用しやすい公園 

（第四次浦添市地域福祉計画） 

身近な所でスポーツが楽しめる環境の整備

（浦添市スポーツ推進計画） 

地域のコミュニティを活用した SB・CB の

拠点創出（浦添市産業振興ビジョン） 

ＪＩＣＡ沖縄との連携によるにぎわい創出

（浦添市都市計画マスタープラン） 

市民協働部会の利活用方法・社会実験アイデア 
公民連携部会 

の主なアイデア 

移動販売（キッチンカー） 

樹木管理、オープンガーデン 

野宿体験 

販売実習、ふれあいまつり、文

化祭（婦人会老人会発表会（舞

台）、小中高大発表会） 

歴史説明 

居酒屋出張 

花火大会、プロジェクション
マッピング、映画鑑賞・音楽イ
ベント、JICA コラボ（食堂・
図書館）、イルミネーション、
フリーマーケット、段ボール迷
路 

2. 健康施設 

3. カフェ 

4.  緑癒しの空間 

5.  コミュニティ施設 

6.  災害に強いインフラ整備 

12. 管理運営体制の構築 

13. 住民・事業者の連携 

10. 食と農業、 モニュメン

ト、水族館、コンビニ 

9.  シェアサイクル 
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５．設計見直し 

経塚公園利活⽤⽅針（案）を踏まえ、設計⾒直しについて整理した。 
（１）現設計の⾒直し⽅針 
１）現設計と市⺠協働部会ゾーニングの相違点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

〇ゾーニングの相違箇所 

＜現設計＞ ⇒ ＜市⺠協働部会意⾒＞ 

遊具広場    ⇒ ユーティリティースペース（イベント開催、ベンチなど） 

多目的芝生広場 ⇒ 遊び場、ゆっくり過ごす場（屋根付きベンチ、幼児年齢別遊具、 

ミスト、パーゴラ） 

交流ふれあい広場 ⇒ みんなのリビング（カフェ、レストラン、ローラースケート、 

バスケットリング） 

頂上広場     ⇒ 植栽、遊具（フィールドアスレチック）、散歩道 

駅前広場     ⇒ 移動サポートができる機能（レンタサイクルなど）、主要施設移動

情報の案内サイン、駅利⽤者や園内移動の歩⾏者導線の確保 

整備済み 

（変更なし） 



 
25 

２）計画・設計上の配慮事項 
現設計⾒直しにあたり、経塚公園の⽴地特性を踏まえ、計画上の公園計画・設計上の

配慮事項及び追加すべき機能を整理した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜経塚公園における計画・設計上の配慮事項＞ 

・駅前の⽴地特性の配慮 

 ⇒モノレール利⽤者の移動サポートができる機能（レンタサイクルなど）を導入する。 

 ⇒主要施設へ円滑に移動できるよう情報提供を充実させることが望ましい。（案内サ

インの設置など） 

・利⽤面の配慮 

 ⇒⽇常的な利⽤を促進する観点として、⼦供連れ利⽤者（ベビーカー等）の利便性に

配慮し、駐⾞場と⼦供の遊び場（遊具等）を近接させることが望ましい。（併せて屋

根付きの⾒守りスペースを設けることも考えられる） 

 ⇒小さい⼦供の遊び場として、他のゾーンと分けられているのは安全面でよい点。 

・周辺住⺠への配慮 

 ⇒公園駐⾞場は、周辺道路への影響を小さくするため、市道国際センター線からのア

クセスを基本とすることが望ましい。 

・事業が⾏いやすい環境への配慮 

⇒商業機能は、⼈通りが多い駅周辺から⾒えやすく、イベントスペースとの連携が図

りやすい場所に配置することが望ましい。 

・アクセス動線の考慮 

⇒駅から周辺住宅地へのアクセスや園内の歩⾏者動線を妨げない。 

⇒商業機能の搬入⾞両やイベント時の⾞両（キッチンカー等）の進入動線を確保する

ことが望ましい。 

・防災面への考慮 

⇒地域防災計画との位置づけを整理した上で⼀時避難場所の機能が必要であれば導入

する。 

・眺望・景観 

⇒モノレールからの景観、頂上広場からの眺望などに配慮した設えや意匠 
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＜現設計・市⺠協働部会を踏まえた追加・変更すべき機能＞ 

・平地エリアに商業機能の確保し、⼈々が集える空間を整備【変更】 

・山エリア（E 丘陵地）に環境機能を確保し、散策できる空間を整備【追加】 

・公園全体（山エリア含む）の周遊ルートの確保【追加】 
 
 
 
 
 
 
 
 

山エリア（E 丘陵地）に環境機能 

整備済み 

（変更なし） 

人々が集える空間の整備 

公園全体：周遊ルートの確保 
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 ゾーンごとの特性、役割、利⽤⽅法を整理した変更計画（案）は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備済み 

（変更な） 

・「多目的広場」を「ユーティリティ
ースペース」に変更 

⇒イベント利⽤もしくはイベント
時の臨時駐⾞場として活⽤可能
なスペースとして想定。交流・ふ
れあい広場との⼀体的な利⽤に
も配慮する（⾞両アクセス、設備 
等） 

・「交流・ふれあい広場」を「みんなのリビン
グ」に変更 
⇒広場とセットで公⺠連携（PPP）施設の場

所を駅側に確保（イベント時の設備（電源
等）も併せて確保） 

⇒商業機能導入に合わせてトイレを併設す
ることとして、トイレＡを廃止 

⇒その他イベントを実施しやすい仕掛けの
導入検討（ステージ等の作りこみは廃止
し、柔軟な利⽤が可能なフラットな広場に
変更） 

⇒商業機能の搬入⾞両やイベント時の⾞両
（キッチンカー等）の搬入路、停⾞スペー
スの確保 等 

・モノレール利⽤者に配慮した回遊性の起点
となる機能の検討 

⇒移動サポートができる機能 
（レンタサイクルなど）を導入する 
⇒主要施設への移動情報の提供 

（案内サインなど） 
⇒駅利⽤者や園内移動の歩⾏者導線の確保 

・遊戯広場と駐⾞場の配置は変更なし 
⇒周辺の道路状況への影響を避ける 
⇒⼦供連れの利⽤者の利便性に配慮（⽇常利⽤の促進）ただし、⼤型遊具（クライミング

遊具など）は廃止する。（浦添⼤公園にも整備されているため機能分担可能） 

・健康づくり・運動と自然の場への機
能強化を検討 
⇒環境機能（生物空間の形成、水辺の

環境整備など）の確保の検討 
⇒公園全体での周遊・散策路 

（遊歩道など）の確保を検討 等 

※赤字は、他公園・周辺施設との連携・
機能分担が必要な機能・メニュー 

<全体的な特記事項＞ 
〇夏の⽇差し対策、⾬天時対策として、パーゴラなどを活⽤し園路等の⽇よけ、⾬除けを整備する。 
〇導入できる機能等の絞り込みと他公園との機能分担 
・経塚公園では敷地規模等の制約があるため導入できる機能、利活⽤⽅法、施設には限りがあり、実際に導入する機能等を絞り込む必要があります。 
・絞り込みあたっては、⺠間事業者提案などを踏まえ、経塚公園において実現可能な機能、施設等を選定していくこととします。 
・絞り込みの結果、経塚公園で実現できないことは、市内の他公園と機能分担や連携により補完・充⾜することとします 
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６．運営計画 
（１）運営の⽅針 

経塚公園の利活⽤や、運営は、地域住⺠や利⽤者・団体による自主・自律的な公園運

営、持続的な公園経営を⾏うことを基本とする。 

浦添市は、主体・自律的な公園運営の円滑化に必要な援助を⾏うこととする。 

 

（２）運営体制 
（仮称）経塚公園協議会を中⼼として、浦添市、指定管理者、Ｐ－ＰＦＩ事業者、自治

会、住⺠、公園活⽤サービス提供事業者、まちづくり活動団体、ボランティア団体などが

連携して公園運営していく。 
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（３）公園協議会の役割、位置づけ 
（仮称）経塚公園協議会は、経塚公園のプロデューサーとして、経塚公園を魅⼒ある公園に

育てあげ、経塚公園の価値向上を図る役割を担う。併せて、経塚公園の管理運営を統括し、指

揮する。 

（仮称）経塚公園協議会は、都市公園法第 17 条の 2 に定める協議会とする。 

 

（４）ルールの基本的な考え 
・最初は住⺠意⾒を取り入れた最低限の⼤まかな（ゆるやかな）ルールを決める。 

・課題等が発生したらその都度、関係者で話し合う（ゆんたく会等）。 
 


